

















19世紀末から20世紀初頭にかけて Freud, S. によって創始された精神分析は自由連想法を
その中心的技法の一つとし，患者 (来談者) の語りを妨げたり誘導的になることなく，自由
な表現を促すアプローチを特徴とした。また，20世紀前半に Rogers, C. R. によって創始され，
のちに人間性心理学，パーソン・センタード・アプローチとして発展した来談者中心療法は，
「いま・ここ」での関わりを重視し，来談者の受容や共感的理解に努めることや，情緒的体























生サポーターが携わるピア・サポート活動において (山崎・橋本・川人・青野, 2015; 橋本・
川人・山崎・青野, 2014; 青野・橋本・山崎, 2013)，また学外の研修会講師の活動においても (山
























































して，三島・久保田 (2003) を参考に導入した小グループでのロールプレイによるワークを 
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表１ 「傾聴」に関する回答内容 





[授業] 教養ゼミ (43), 基礎科目 (3), キャ
リア科目 (3), カウンセリング論 (2), その
他の科目 (1), 中・高校の授業 (2) 
[研修会・講演] 傾聴の講座 (4) 
[書籍等] 心理学の本 (2), カウンセラーの
本 (1) 
[その他] 先輩の話で, 高校の授業で 
[授業] 教養ゼミ (21), 基礎科目 (5), キャリ
ア科目 (3), 臨床心理学 (13), カウンセリン
グ論 (2), その他の科目 (4), 中・高校の授業
(1), 内容不明 (4) 
[研修会・講演] 傾聴の講座 (1), ボランティ
アの研修会 (1), その他 (2) 







耳を傾ける, 真面目に / しっかり / ゆっく











って聴く, 真剣, まじめ, 気持ちを理解する, 













する意思, アイコンタクト, 目を見る, 本
当に伝えたいことを理解する, 聴いている
ことを示す, 相手を尊敬する, むやみに相




















れる人, 先輩, 友人, 先生, 親, 家族, 目を
見てくれる人, 主語がある人, 笑顔, 柔ら
かい雰囲気の人, 順序立てて話してくれる
人, おしゃべりな人, 仲のよい人, 目上の
人, 自分の意見がある人 
よく話す人, 異性, 友人, 恋人, 母親, 同じ気
持ちを持ったことがある人, 相手に考えを理
解してもらおうとする人, 話が合う人, 頼っ
てくれる人, 年が近い人, 知らない人, お年







人, きょうだい, 態度が悪い人, 異性, 先
生, 目を見てくれない人, 早口な人, 不機
嫌な人, イライラしている人, 主語がない
人, 子ども, 同級生, いつも文句を言う人, 
短気な人, 親しくない人 
あまり話さない人, 同性, 世界観が違う人, 
相手に考えを押しつけようとする人, 目上の
人, 話したことがない人, 年が離れている人, 
いかつい人, 自分勝手な話ばかりする人, 上
から目線の人, 同世代, 年下, 年上, 先輩, 先



































大学の心理学関連科目におけるワーク 臨床心理学に関する科目を受講する大学 1～3 年
生約60名を対象に，授業の一環として傾聴に関する体験学習のワークを複数回設けた。話し
手・聴き手・観察者の3役でのロールプレイに加え，援助的な相互関係を築く条件について
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Active listening is one of the most fundamental and important components of interpersonal communication skills because 
when we try to offer psychological support to someone, listening to his/her expressions and receiving him/her should be the 
first step toward our helpful support. This paper focuses on the types of learning experiences of university students who have 
been learning about the skill and types of images and thoughts on active listening they have in mind. The author also reports 
his own educational activities regarding learning through experiences of listening in interpersonal communication, which he 
has conducted with university students who majored in psychology and the people engaged in some types of psychological 
support. 
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